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供用区間 整備区間 調査区間

L=6km L=5km L=13km

銚子市

地域高規格道路 銚子連絡道路

計画路線 約30km

匝瑳市

八木拡幅
L=5.7km

旭市

銚子連絡道路
二期事業区間

横芝光町

山武市

横芝光IC

総合病院国保旭中央病院

１．事業の概要

2

起点 ：旭市八木

終点 ：銚子市三崎町

延長 ： Ｌ=5.7㎞

幅員バイパス部： w=10.5m（2車線）

幅員現道拡幅部： w=21.25m（4車線）

道路規格 ： 第3種第2級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ：55億円

ちょうしし みさきちょう

あさひし やぎ

八木拡幅の位置

計画横断図
◇バイパス部（２車線） ◇現道拡幅部（４車線）

旭
市
八
木

銚
子
市
三
崎
町

計画概要

飯岡バイパス

L=6.0km

事業箇所

対 象 範 囲

高 速 道 路

国 道

主 要 地 方 道

開 通 区 間

事 業 中 区 間

調 査 中 区 間

凡例〈道路種別〉

松尾横芝IC

対象区間

2.50
車道 車道路肩歩道

1.753.25 3.250.75
車道 車道

3.25 3.25 0.75
路肩 歩道

2.50

21.25

車道 車道 路肩路肩歩道

2.50 0.75 0.753.25 3.25

10.50



２．事業の進捗状況

3

年度 八木拡幅 事業進捗状況

平成
18年度

事業着手

平成
19年度

用地買収着手

平成
20年度

工事着手

現在

用地買収、
道路改良工を実施中

事業進捗率４７％
（R3年度末予定）

Ⓐ

Ⓐ

旭
市
八
木

銚
子
市
小
浜
町

銚
子
市
親
田
町

銚
子
市
三
崎
町

（１）前回事業評価以降の主な整備状況

前回
評価時
R1

今回
評価時
R3

工事

用地

工事進捗率
１９％(事業費ベース)

凡例

工事完了・
用地取得済

工事中

用地未取得・
工事未着手

3工区2工区1工区

工事

用地

用地取得率
９０％(面積ベース)

工事進捗率
３２％(事業費ベース)

用地取得率
９３％(面積ベース)

【１工区 優先整備区間】

舗装

路体

路床

舗装

路体

路床



２．事業の進捗状況

4

前回評価（R１再評価）
３７億円

今回評価（R3再評価）
５５億円（約１８億円増）

項目 内容

工事費の増加
（１８億円）

①函渠構造へ変更（２号函渠新規設置）
（増額 １５．３億円）

②橋梁構造の変更（磯見川橋）
（増額 ２．７億円）

（２）ー１ 事業費増加について



２．事業の進捗状況
（２）ー２ 事業費増加の要因①
①函渠構造へ変更（2号函渠）（１５．３億円増）
• １工区終点部の道路構造について、当初は土羽構造を計画していたが、地質調査結果により、法勾配に変更が生じた
ことによる影響（用地面積の増加、橋長の延長など）が発生し、更に、地元優良農地の損失を回避するため、土羽構造
から函渠構造（延長約190m）に変更したことにより、１５．３億円の事業費の増額が必要となった。

6

横断図

平面図平面図

15.3m

函渠

変更前 変更後

当初計画 土羽構造

⇒開削箇所における優良農
地の損失回避のため

⇒地質調査結果により、
法勾配を1割から1.5割に
変更したため、切土量の
増加が見込まれ、更なる
耕作用地の買収と機能
補償の橋梁延長の増加が
必要となった

変更計画 函渠構造

⇒函渠構造に変更した事に
より、上部の耕作用地を
保全する事ができた

横断図

橋梁（機能補償）

土羽構造
追加買収範囲



２．事業の進捗状況
（２）ー２ 事業費増加の要因②
②橋梁構造の変更（磯見川橋） （２．７億円増）
• 地質調査を追加実施した結果、当初想定よりも支持層が深いことが判明し、直接基礎を杭基礎に変更
した。また、当初想定より軟弱な地盤であることが判明したため、橋台の側方移動対策として、橋台背面
に地盤改良を追加した。
これらの変更により、２．７億円の事業費の増額が必要となった。
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変更前 変更後

推定支持層線

杭基礎推定支持層線

側面図側面図

Ac1

As1

Ac2

As2

Dc1

Ds

Dc2

Ds

Dc2

Ds

Dc3

Dc1w

地盤改良

Ac1

Ac2

Ac3
Ac4-sc

Dc

Ac2-sc
As

直接基礎
地盤改良



7:00 61 61.25 19 40.53 25.78 50.43 43.95 46.77 52.46 57.02 51.74 45.9 25.83 31.65 42.16 28 23.91 15.97 # 43.46 37.4

8:00 66 64.7 18 40.04 24.33 49.01 44.26 45.68 51.23 55.27 50.64 44.89 25.84 29.81 39.51 31.01 28.62 23.29 # 42.83 34.82

9:00 62 62.21 21 39.34 25.56 47.11 43.72 44.87 49.43 53.21 49.98 43.72 27.96 28.53 39.05 30.25 25.98 18.27 # 40.99 35.57

10:00 58 59.1 20 39.35 25.86 47.32 43.36 44.61 49.49 53.47 49.5 43.67 24.36 26.69 38.87 31.58 25.69 19.35 # 38.98 34.29

11:00 58 59.21 20 39.15 26.51 48.44 43.46 45.06 49.52 53.73 49.27 43.9 24.91 27.09 38.03 31.91 26.58 21.92 # 39.52 33.82

12:00 59 59.39 20 39.62 26.9 49.6 44.72 45.59 50.5 55.33 50.82 44.22 24.29 27.19 39.27 32.09 27.12 21.37 # 39.92 34.09

13:00 58 58.56 19 38.38 26.17 48.21 43.01 45.14 49.5 53.41 49.29 43.73 23.48 26.13 38.4 32 26.08 21.05 # 39.46 33.58

14:00 58 58.31 19 38.43 25.95 48.28 43.07 44.65 49.43 53.15 49.61 43.33 23.01 25.67 37.85 32.08 26.6 21.93 # 38.81 33.12

15:00 59 59.02 19 38.29 25.59 48.09 42.77 44.42 49.13 53.53 49.37 43.19 22.95 24.76 37.16 32.26 27.6 22.3 # 39.56 32.33

16:00 59 59.29 19 38.22 26.04 48.64 43.5 44.64 50.03 54.53 49.63 42.61 22.95 25.24 37.45 32.19 26.36 23.2 # 39.66 31.17

17:00 59 59.65 17 37.61 24.57 47.92 42.21 43.66 49.86 54.07 48.46 41.47 18.52 19.45 33.63 28.74 25.8 22.25 # 38.98 27.53

18:00 59 59.98 19 38.62 26.34 48.54 44.43 44.85 50.26 54.77 49.5 43.53 25.41 26.25 38.93 31.36 26.94 23.49 # 40.32 31.34

7:00 62 44.88 40 32.49 46.1 48.09 45.77 50.02 55.19 50.29 47.76 27.8 34.93 30.94 35.4 34.11 23.83 28.66 8 51.86 28.58

8:00 61 38.3 39 36.36 46.8 48.14 45.01 48.9 52.22 46.66 43.58 23.36 29.31 27.67 31.21 33.11 29.03 25.97 9 49.5 29.3

9:00 58 45.08 38 32.63 43.25 46.52 45.56 48.45 53.26 48.07 47.05 24.89 30.88 23.06 34.41 29.46 23.3 29.96 9 50.62 28.27

10:00 56 44.8 40 29.15 43.82 46.94 44.67 48.65 52.86 46.58 45.01 22.91 30.69 19.99 34.32 30.85 25.42 25.96 8 48.41 28.7

11:00 57 45.41 41 29.4 44.68 47.36 44.86 49.05 53.79 48.37 46.86 23.68 29.75 20.21 35.14 31.92 27.01 24.17 9 47.22 29.29

12:00 57 45.45 41 30.07 45.68 48 45.57 50.04 54.73 49.64 47.91 23.99 30.69 20.29 35.72 32.91 26.86 23.31 # 47.63 29.14

13:00 57 44.08 40 29.8 44.14 46.97 44.4 48.65 53.21 47.55 46.55 23.82 30.23 20.59 35.31 32.65 27.03 22.48 # 47.25 28.74

14:00 57 45.42 41 30.41 44.61 47.35 44.33 48.83 53.9 48.15 46.76 23.6 30.14 20.09 35.34 32.54 26.82 22.12 # 46.93 28.4

15:00 57 45.39 41 30.43 44.66 47.03 44.33 48.45 53.72 48.49 45.79 24.14 31.2 20.37 35.82 34.01 28.16 22.72 # 46.55 28.13

16:00 57 45.34 41 31.1 45.19 47.37 43.71 48.62 54 48.85 46.83 24.67 30.71 20.46 35.85 33.87 28.41 23.02 # 47.18 27.85

17:00 59 44.92 40 31.47 44.69 46.53 43.18 48.12 53.58 48.16 45.07 22.69 28.48 18.98 33.99 33.27 26.98 21.94 # 45.91 26.97

18:00 59 44.19 41 30.66 45.06 46.9 45.03 49.03 53.67 48.52 46.4 24.84 30.35 20.01 34.9 33.68 27.94 24.69 # 46.72 28.92

500ｍ

銚子市旭市

126

286

三崎町二丁目

飯岡バイパス東口

N

第八中学校前
豊岡小学校前

銚子特別支援
学校入口

八木拡幅（銚子市三崎町～旭市八木）

L=5.7km

国道

県道

主要地方道

事業中道路

凡 例

バイパス区間
L=4.0km

現道拡幅区間
L=1.7km

小浜工業団地入口交差点

7

３．社会経済情勢

（１）渋滞の状況

■国道126号の旅行速度

• 国道126号（現道）においては、飯岡バイパス東口交差点、小浜工業団地入口交差点及び三崎

町二丁目交差点の３箇所で旅行速度が20km/h以下となっている。

速度低下箇所
小浜工業団地入口交差点付近

速度低下箇所
三崎町二丁目交差点付近

Ⓐ Ⓑ
Ⓐ Ⓑ

三崎町二丁目

小浜工業団地入口

飯岡バイパス東口

下
り

上
り

平均旅行速度
（単位：㎞/h）

0~20

20~30

30~40

40~50

50~

出典：
Hondaインターナビ
フローティングカーデータ
（H31.4～R2.3、平日）

（
銚
子
方
面
）

（
匝
瑳
方
面
）

出典：H27年度全国道路・街路情勢調査

12,179台/日

14,952台/日



6.3%

9.4%

56.3%

3.1%

0.0% 6.3%

3.1% 6.3%

3.1%

6.3%

追突

9.8%
2.8%

47.3%

16.2%

10.5%

5.1%

3.6%

1.9% 1.5% 1.3%

（２）交通事故の状況
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３．社会経済情勢

◆事故類型

【死傷事故率とは】

・１台の車が一定距離走行する間に

事故に遭う確率を指す。

・死傷事故率（件/億台キロ）

＝年間死傷事故件数／

走行台キロ（走行距離×年間交通量）

• 特に、国道126号（現道）の銚子市小浜町、三崎町付近において死傷事故率が高い。（県平
均死傷事故率：38.7件/億台キロ)

• 事故類型は、渋滞の要因となる追突事故が6割（県内平均の約1.2倍）を占めている。
• 歩道未整備区間が存在し、安全性上問題がある。

＜八木拡幅＞ ＜千葉県内の国道平均＞

歩道未整備区間

出典：交通事故統合データベース（H28～R1)

追突事故が

約6割
県平均の

約1.2倍

◆国道126号の死傷事故率

追突

凡例

死傷事故率（単位：件/億台㎞）

0～50

50～100

100～

：県内平均（38.7件/億台キロ）を超過する箇所
※県管理道路平均



社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和３年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業費

道路維持管理
に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

４．事業の投資効果
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（１）費用便益比の算定

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ

平成３０年２月
国土交通省

道路局、都市局

デ
フ
レ
ー
タ



４．事業の投資効果

（２）便益の算定方法

10

交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝道路整備無の走行経費 － 道路整備有の走行経費

＝道路整備無の走行時間の価値 － 道路整備有の走行時間の価値

＝道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）



４.事業の投資効果

（３）費用便益比の算定結果

今回評価（Ｒ３） 前回評価（Ｒ１） 備考

費用便益マニュアル 平成３０年２月版 平成３０年２月版

対象延長 ５．７ｋｍ ５．７ｋｍ

基準年次 令和３年度 令和元年度 基準年次の更新

分析対象期間 供用後５０年 供用後５０年

基礎データ
平成２２年度

道路交通センサス
平成２２年度

道路交通センサス

計画交通量 ９６～１７１（百台／日） ９６～１７１（百台／日）

総便益（Ｂ） ６２億円 ５８億円 基準年次の更新

総費用（Ｃ） ５７億円 ３７億円 事業費の増加

Ｂ／Ｃ １．１ １．５

B/Cの
比較

今回評価（R3） 前回評価（Ｒ１） 備考

事業費 ５５億円 ３７億円 １８億円増加

事業費
の比較

11



【事業全体】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

５７億円 ３.２億円 ２.３億円 ６２億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

１.１
５２億円 ４.９億円 ５７億円

４．事業の投資効果
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（４）費用便益比

【残事業】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

５７億円 ３.２億円 ２.３億円 ６２億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

２.３
２３億円 ４.９億円 ２８億円

基準年：令和３年度注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



500ｍ

銚子市旭市

126

30

286

三崎町二丁目

飯岡バイパス東口

N

第八中学校前
豊岡小学校前

銚子特別支援
学校入口

八木拡幅（銚子市三崎町～旭市八木）

L=5.7km

国道

県道

主要地方道

事業中道路

凡 例

バイパス区間
L=4.0km

現道拡幅区間
L=1.7km

（５） 緊急輸送道路ネットワークの強化（便益の算定に含まれていない効果）
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４．事業の投資効果

• 国道126号は、銚子地域の主要な幹線道路であるが、急カーブや縦断勾配の厳しい区間があり、
緊急輸送道路としては脆弱である。バイパス整備により、緊急輸送道路ネットワークの強化が
図られるとともに、リダンダンシーの確保が期待できる。

R=100m

R=70m

R=70m

R=60m

R=60m

縦断勾配8%
R=75m

Ⓑ

八木拡幅１工区（バイパス区間）

L=3km

Ⓐ

Ⓑ

■国道126号の現状

Ⓐ

■津波被害時の「くしの歯作戦」

出典：千葉県HP 九十九里・南房総沿岸部における
津波被害時の道路啓開計画～千葉県版「くしの歯作戦」～

八木拡幅２工区（バイパス区間）

L=1km



（６）地域医療サービスの向上（便益の算定に含まれていない効果）
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４．事業の投資効果

年版消防防災年報

現況

市外の第3次医療機関への搬送が迅速になり、

傷病者の利益となります。

カーブが減少し安定走行が期待できるので、

傷病者の負担軽減につながります。

整備後

線形不良箇所（現道部）

・急カーブでの横揺れや加減速
・速度低下による所要時間増

・走行安定性向上（患者負担軽減）

銚子市消防本部
（R3.12ヒアリング）

• 八木拡幅の整備により、第３次救急指定病院である国保旭中央病院からの３０分圏域が
拡大。銚子市役所から所要時間は８分短縮する。

• 走行性が向上し安定搬送が可能となり、傷病者の負担軽減が期待される

バイパス整備（イメージ）

■走行性の向上

■銚子市役所～国保旭中央病院までの所要時間

■八木拡幅道路 未整備時

■八木拡幅道路 整備時
出典：H17道路交通センサス

救急搬送の30分圏域の変化

■第３次救急指定病院から３０分圏域の拡大

八木拡幅（L=5.7km）

銚子市

旭市

126

８分短縮

【参考】カーラーの救命曲線
⇒30分を経過すると死亡率が上昇

①心臓停止後約3分で50％死亡
②呼吸停止後約10分で50％死亡
③多量出血後約30分で50％死亡



６．コスト縮減
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５．コスト縮減策

• 建設発生土の有効活用や、新技術・

新工法の積極的な活用を図り、コスト縮減

に努めながら、引き続き事業を推進してい

く。

コスト縮減への取り組み



○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒事業全体『１．１』

残 事 業 『２．３』

○整備効果

・ 交通の転換による現道部の交通円滑化

・ 交通混雑緩和による事故の減少

【便益の算定に含まれていない効果】

・ 線形不良個所の回避ルートの確保による緊急輸送道路ネットワークの強化

・ 救急医療機関への移動時間短縮・走行性向上による 地域医療サービスの向上

６．対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す
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